
セッション 1 

国民皆歯科健診の進ませ方 

 

比嘉 奈津美 

参議院議員 

 

＜略歴＞ 

学  歴 昭和 61 年 3 月 福岡歯科大学 卒業 

略  歴 昭和 61 年 4 月 沖縄県久米島具志川歯科医院 勤務  

昭和 63 年 6 月 なつみ歯科医院 開院  

平成 21 年 4 月 沖縄県歯科医師会 副会長  

平成 21 年 4 月 沖縄歯科衛生士学校 副校長  

平成 22 年 2 月 沖縄県歯科医師連盟 理事長  

平成 27 年 7 月 沖縄県歯科医師連盟 顧問（現在まで）  

平成 24 年 12 月 衆議院議員（１期）  

平成 26 年 12 月 衆議院議員（２期）  

平成 28 年 8 月 環境大臣政務官  

令和 元年 8 月 日本歯科医師連盟 顧問 （現在まで）  

令和 ３年 10 月 参議院議員（１期）  

令和 4 年 ４月 福岡歯科大学 客員教授 

現  職 参議院 厚生労働委員会 委員長  

消費者問題に関する特別委員会 委員  

自民党役職 女性局 次長  

沖縄振興調査会 事務局次長 人生１００年時代戦略本部  

国民皆歯科健診実現プロジェクトチーム 事務局次長 

社会活動 平成 18 年より 歯科医療ボランティア（カンボジア） 

令和６年 1 月現在 

抄録 

口腔の健康が全身に与える影響に理解が進む中、骨太の方針 2023 に「生涯を通じた歯科健

診（いわゆる国民皆歯科健診）」が記載された。 

さらに国民への理解を頂きながら、法改正による職場での健診、学生、妊婦などのライフステ

ージにあった節目健診、検査キットの開発。 

実際、皆歯科健診を一歩ずつ進めるための歯科関連予算が準備されており、歯科医師会、厚労

省、そしてエビデンス構築のために、学会、有識者の皆様との連携が非常に重要となる。歯科

健診を１つの健康習慣として定着させ、国民全体の健康増進に貢献するよう取り組む必要があ

る。 


